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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第53期
第３四半期
連結累計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 4,726,155

経常利益 (千円) 118,753

四半期純利益 (千円) 74,418

四半期包括利益 (千円) 56,570

純資産額 (千円) 2,978,120

総資産額 (千円) 8,083,446

１株当たり四半期純利益金額 (円) 16.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

(円) ―

自己資本比率 (％) 36.8

　

回次
第53期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △4.44

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、第53期第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期及び前事業

年度の記載はしておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

なお、第１四半期より、当社100％出資の海外子会社TOKYO KIHO OVERSEAS (HK) LIMITEDを連結の範囲に

含めた四半期連結財務諸表を作成しております。作成初年度に当たり、前年同四半期連結累計期間及び前連

結会計年度末との比較、分析は行っておりません。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により混乱したサプライ

チェーンの復旧等の復興事業や個人消費の底堅さもあって、わずかながらも景気は平常に戻りつつある

兆しをみせております。しかしながら欧州の債務問題混乱の長期化、円高、株安等々の不安要因もあって

未だに先行き不透明な状況が続いております。

　宝飾業界においても、同様の状況でありますが、当社は催事販売を営業活動の中心にすえて集客に全力

あげて取り組んで参りました。当社は当期から連結決算となったために前期比較はできませんが、個別業

績においては、売上高は前期実績を下回ったものの、利益面につきましては、粗利益率の向上、経費削減等

により、前期を上回る実績を残すことができました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,726百万円、営業利益は193百万円、経常利益は118百

万円、四半期純利益は74百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、8,083百万円となりました。

　流動資産は、5,941百万円となり、主な内訳は、商品2,965百万円、受取手形及び売掛金2,192百万円等であ

ります。

　固定資産は、2,141百万円となり、主な内訳は、投資不動産（純額）1,611百万円等であります。

　負債は、5,105百万円となり、主な内訳は、短期借入金3,636百万円、長期借入金487百万円、支払手形及び

買掛金490百万円等であります。

　純資産は、2,978百万円となり、主な内訳は、利益剰余金1,882百万円、資本金636百万円、資本剰余金504百

万円等であります。
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(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,110,000

計 13,110,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,478,560 4,478,560
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株
式。単元株式数は1,000株で
あります。

計 4,478,560 4,478,560― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 4,478,560 ― 636,606 ― 504,033

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式   55,000

完全議決権株式(その他)
普通株式       

4,413 同上
 4,413,000

単元未満株式
普通株式        

― 一単元(1,000株)未満の株式
  10,560

発行済株式総数 4,478,560― ―

総株主の議決権 ― 4,413 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権８個)含まれておりま

す。

２ 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の単元未満自己株式210株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東京貴宝株式会社

東京都台東区東上野
１－26－２

55,000 ― 55,000 1.23

計 ― 55,000 ― 55,000 1.23

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　また、第１四半期より、四半期連結財務諸表を作成しております。作成初年度に当たり、前連結会計年度末

及び前年同四半期連結累計期間との比較情報は記載しておりません。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 798,291

受取手形及び売掛金 ※
 2,192,075

商品 2,965,450

その他 98,788

貸倒引当金 △113,005

流動資産合計 5,941,599

固定資産

有形固定資産 391,231

無形固定資産 1,719

投資その他の資産

投資不動産（純額） 1,611,245

その他 207,733

貸倒引当金 △70,083

投資その他の資産合計 1,748,895

固定資産合計 2,141,846

資産合計 8,083,446

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 490,179

短期借入金 3,636,389

未払法人税等 6,480

返品調整引当金 2,991

その他 178,112

流動負債合計 4,314,152

固定負債

社債 120,000

長期借入金 487,563

退職給付引当金 59,853

その他 123,755

固定負債合計 791,172

負債合計 5,105,325
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 636,606

資本剰余金 504,033

利益剰余金 1,882,635

自己株式 △27,307

株主資本合計 2,995,968

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △950

為替換算調整勘定 △16,896

その他の包括利益累計額合計 △17,847

純資産合計 2,978,120

負債純資産合計 8,083,446
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 4,726,155

売上原価 3,627,213

売上総利益 1,098,941

返品調整引当金戻入額 3,289

返品調整引当金繰入額 2,991

差引売上総利益 1,099,239

販売費及び一般管理費

販売促進費 244,271

旅費及び交通費 102,891

役員報酬 46,331

従業員給料 252,428

法定福利費 43,038

退職給付費用 17,278

貸倒引当金繰入額 12,141

その他 187,341

販売費及び一般管理費合計 905,722

営業利益 193,516

営業外収益

受取利息 1,442

受取配当金 1,798

不動産賃貸料 116,434

その他 4,240

営業外収益合計 123,915

営業外費用

支払利息 66,145

不動産賃貸原価 65,454

その他 67,079

営業外費用合計 198,679

経常利益 118,753

特別利益

保険解約返戻金 1,832

特別利益合計 1,832

特別損失

固定資産除却損 1,746

訴訟和解金 39,400

特別損失合計 41,146

税金等調整前四半期純利益 79,439

法人税等 5,020

少数株主損益調整前四半期純利益 74,418

四半期純利益 74,418

EDINET提出書類

東京貴宝株式会社(E02893)

四半期報告書

10/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 74,418

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △950

為替換算調整勘定 △16,896

その他の包括利益合計 △17,847

四半期包括利益 56,570

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 56,570

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、海外子会社、TOKYO KIHO OVERSEAS (HK) LIMITEDの重要性が増したため、連結

の範囲に含めております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。
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　当第３四半期連結累計期間は連結財務諸表の作成初年度であります。四半期連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項は、以下のとおりです。

　
項目

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日 至　平成23年12月31日)

１　連結の範囲に関する事項 (1) 連結子会社の数　

　　１社

(2) 連結子会社の名称

　　TOKYO KIHO OVERSEAS (HK) LIMITED

２　連結子会社の事業年度等に

関する事項

　当社の連結子会社であるTOKYO KIHO OVERSEAS (HK) LIMITEDの決算日は12

月31日であります。四半期連結財務諸表の作成にあたっては、同社の当第３

四半期累計期間（自平成23年１月１日至平成23年９月30日）の四半期財務

諸表を使用しております。

　ただし、平成23年10月１日から四半期連結決算日平成23年12月31日までの

期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりま

す。

３　会計処理基準に関する事項 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 　① 有価証券

　 　(a) 満期保有目的の債券

　 　 　　原価法

　 　(b) その他有価証券

　 　　　時価のあるもの

　 ……期末の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定)

　 　　　時価のないもの

　 ……移動平均法による原価法

　 ② デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び

評価方法

　 　　時価法

　 　③ たな卸資産の評価基準及び評価方法

　通常の販売目的で保有するたな卸資産評価基準は原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）によっております。

　(a) 地金商品

　　　移動平均法

　(b) 小粒ダイヤモンド商品

　　　移動平均法

　(c) 上記以外の商品

　　　個別法

　 (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　① 有形固定資産及び投資不動産

　　 定率法

　ただし、平成10年４月１日以降取得した建物(建物附属設備は除く)につい

ては、定額法によっております。

　なお、主な有形固定資産及び投資不動産の耐用年数は以下のとおりであり

ます。

　　 建物………………32～34年

　　 投資不動産………４～34年

　② 無形固定資産

　 　定額法

　　自社利用のソフトウェア

……社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法

　③ 長期前払費用

 　　定額法
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項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日 至　平成23年12月31日)

　 (3) 重要な引当金の計上基準

　① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しておりま

す。

　(a) 一般債権

　  貸倒実績率法によっております。

　(b) 貸倒懸念債権及び破産更生債権等

 　 財務内容評価法によっております。

　② 返品調整引当金

　返品による損失に備えるため、過去における返品実績を基準とする返品予

測高に対する売買利益相当額を計上しております。

　③ 退職給付引当金

　従業員に対する退職金の支給に備えるため、当四半期連結会計期間末にお

ける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

　なお、会計基準変更時差異については、15年による按分額を計上しており

ます。

　 (4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　 　外貨建金銭債権債務は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は損益として処理しています。

　なお、在外子会社の資産および負債は在外子会社の四半期決算日の直物為

替相場により円貨に換算し、収益および費用は期中平均相場により円貨に換

算し、換算差額は純資産の部のその他の包括利益累計額における為替換算調

整勘定に計上しています。

４　ヘッジ会計の方法 (1) ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジを採用しております。

　なお、先物為替予約取引について振当処理の要件を満たしている場合は振

当処理を採用しております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

　(ヘッジ手段)

　先物為替予約取引

　(ヘッジ対象)

　外貨建金銭債務等

(3) ヘッジ方針

　輸入取引に伴って生じる外貨建債務の為替リスクをヘッジするため先物為

替予約取引（主に包括ヘッジ）を行っております。

　なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針であります。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

　先物為替予約取引については、取引の実行及び管理を社内規程に基づき経

理部が行っており、経理部長は毎月度社長に対し、先物為替予約及び外貨建

債務に関する財務報告を行っております。

　なお、特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略

しております。

５　四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書における資金の

範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動

性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない短期的な投資からなっております。

６　その他四半期連結財務諸表

作成のための基本となる重

要な事項

(1) 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(2) 重要なリース取引の処理方法

　企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の改正適用初年度開

始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれております。

　

　
当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 84,793千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 27,131千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 22,116 5 平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

平成23年11月14日
取締役会

普通株式 13,270 3 平成23年９月30日 平成23年12月７日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社はジュエリー総合商社として単一の事業分野で営業活動を行っており、また、社内におけるマネジメ

ントにおいても全体を一つの事業としております。従いまして、当該事業以外に事業の種類がないため、該

当事項はありません。

　

　

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16円82銭

  (算定上の基礎) 　

  四半期純利益金額(千円) 74,418

  普通株主に帰属しない金額(千円) ―

  普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 74,418

  普通株式の期中平均株式数(株) 4,423,350

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第53期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当について、平成23年11月14日開催の取締

役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                             　  13,270千円

②  １株当たりの金額                            　 ３円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成23年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

東京貴宝株式会社

取締役会  御中

　

優 成 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    渡　 邊 　芳　 樹　 ㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐　 藤　 健　 文　 ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京
貴宝株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京貴宝株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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